
笠間から出発！地域活性化への起爆剤に

　地域おこし協力隊とは、総務省が平成21年度から取り組んでいる制度で、都市部の意欲ある人材が地方
へ移住（最長3年）し、地域力の維持・強化を目的とした支援活動を行うものです。笠間市では平成25年度
より3名の隊員を受け入れました。�
　地域資源を発掘し、それらを活用した振興活動などを通じて、地域活性化への起爆剤になることを期待
しています。�
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◆前住所
　東京都中央区
◆プロフィール
　会社員として働きながら、
陶芸教室に通っていました。
そこで陶芸の奥深さに魅了
され、陶芸に興味を持ち、地
域おこし協力隊に応募しまし
た。
◆意気込み
　笠間焼の陶芸作家を目指す
とともに、風土や人、文化、
歴史、食に優れた魅力あふれ
る笠間市を広く人々に知って
もらえるような工夫をしたい
と思います。

島
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◆前住所
　埼玉県上尾市
◆プロフィール
　文化人類学の観点から、大
学で地域活性と観光を学び
ました。実際に現場で自らで
きることをやってみたいと思
い、応募しました。
◆意気込み
　笠間は陶芸・栗・菊など資
源がたくさんあるのでこれら
を組み合わせて、魅力を高め
ていきたいです。また、地域
に根ざしたもので、地元の人
が気付かない面白さを発見し
ていきたいと思います。
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◆前住所
　千葉県千葉市
◆プロフィール
　ワーキングホリデーで
オーストラリアやニュー
ジーランドなど、2年間を旅
していました。その後、�自
然の豊かな笠間で暮らした
いと地域おこし協力隊に志
願しました。
◆意気込み
　自然と地域に溶け込んだ
特色を見出し、食・農・陶
を組み合わせた取り組みを
広げ、笠間市の魅力を発信
していきたいと思います。
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